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Abstract
　This paper introduces letters in the Sato family’s historical materials related to Haru-no-odori and 
Onshukai held in Kita-no-shinchi, one of the Osaka Kagai. The historical materials belonged to the current 
owner's grandfather, Komajiro Sato. It was the emergence of historical materials in Osaka Kagai, which 
were thought to have been destroyed by two large air raids at the end of World War Ⅱ. In addition, the 
letters dated from the Taisho era to the beginning of the Showa era, and are valuable as historical materials 
that conveys the relationship between Osaka Kagai and culture and artistic activities which developed 
on a nationwide scale. For example, the opening of the Tsukiji-shogekijo, the movement of Hanayagi-
buyokenkyukai and so on. Hence, these materials may be of interest to a wide range of researchers, 
particularly in the fields related to culture and society. We introduce them in two parts due to the number of 
characters. In this study, we introduce letters other than those involved in the Hokuyo Naniwa Dance, and 
consider the significance of each material.
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要
旨

　
本
稿
は
、
北
の
新
地
で
行
わ
れ
た
春
の
踊
や
温
習
会
に
関
わ
る
、
大
正
期
か
ら

昭
和
初
期
の
書
信
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
全
て
北
の
新
地
の
経
営
者
で
あ
っ

た
佐
藤
駒
次
郎
が
受
信
し
た
も
の
で
あ
り
、
大
阪
大
空
襲
で
湮
滅
し
た
と
考
え
ら

れ
て
き
た
大
阪
花
街
の
史
料
と
し
て
希
少
価
値
を
持
つ
だ
け
で
な
く
、
築
地
小
劇

場
、
花
柳
舞
踊
研
究
会
、
新
舞
踊
運
動
な
ど
全
国
規
模
で
展
開
さ
れ
た
文
化
・
芸

術
活
動
と
花
街
の
関
り
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
。
演
劇
・
舞
踊
・

文
学
・
美
術
・
音
楽
な
ど
の
文
化
と
、
社
会
と
の
関
係
を
考
え
る
た
め
の
史
料
と

し
て
、
広
く
公
開
し
た
い
。
紙
数
の
関
係
か
ら
二
回
に
分
載
し
、
本
稿
（
下
）
で

は
、
北
陽
浪
花
踊
と
直
接
関
係
し
な
い
発
信
者
の
書
信
を
翻
刻
・
紹
介
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

　
小
山
内
薫
、
食
満
南
北
、
須
藤
五
郎
、
長
谷
川
小
信

は
じ
め
に

　
本
稿
は
、
大
阪
北
の
新
地
で
芸
妓
扱
店
：
永
楽
席
を
営
み
、
北
陽
演
舞
場
の
技

芸
責
任
者
で
も
あ
っ
た
佐
藤
駒
次
郎
（
一
八
八
一
～
一
九
五
〇
）
が
受
信
し
た
書

状
、
葉
書
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
書
信
の
大
多
数
は
、
北
陽
浪
花
踊
の
作

歌
・
舞
台
装
置
な
ど
の
担
当
者
か
ら
駒
次
郎
に
あ
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
他

に
小
山
内
薫
や
食
満
南
北
な
ど
、
北
陽
浪
花
踊
（
以
下
「
浪
花
踊
」
と
い
う
）
に
直

接
の
関
り
は
な
い
が
、
戦
前
期
大
阪
花
街
の
経
営
者
と
舞
台
人
た
ち
と
の
交
流
を

う
か
が
わ
せ
る
書
信
が
含
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
浪
花
踊
や
北
の
新
地
温
習
会
の

舞
台
が
ど
の
よ
う
に
考
案
さ
れ
、
編
成
さ
れ
た
か
を
知
る
う
え
で
も
格
好
の
史
料

で
あ
る
。

　
書
信
類
は
全
て
現
在
、
駒
次
郎
の
孫
に
あ
た
る
佐
藤
恵
氏
の
所
蔵
品
で
、
か
つ

て
筆
者
ら
は
調
査
を
行
い
、
知
り
得
た
書
信
の
一
部
を
翻
刻
・
紹
介
し
た
。
そ
の

後
、
佐
藤
家
史
料
の
悉
皆
調
査
に
よ
り
、
絵
葉
書
や
写
真
な
ど
と
と
も
に
別
置
さ

れ
て
い
た
多
数
の
書
信
を
検
出
し
た
。
所
蔵
者
の
許
可
を
得
て
こ
こ
に
報
告
す
る
。

　
書
信
は
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
以
降
敗
戦
ま
で
の
四
七
点
と
、
戦
後
の
一
三

点
か
ら
な
る
。
本
稿
で
は
戦
前
期
の
浪
花
踊
関
係
者
以
外
か
ら
の
書
信
を
翻
刻

【
史
料
紹
介
】

大
阪
北
の
新
地
舞
踊
関
係
史
料
―
佐
藤
家
所
蔵 

佐
藤
駒
次
郎
宛
書
信（
下
）―

人
間
社
会
研
究
域
客
員
研
究
員
（
本
学
名
誉
教
授
）

笠
　
井

　
純

　
一

人
間
社
会
研
究
域
客
員
研
究
員

笠
　
井

　
津
加
佐
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し
、
紹
介
す
る
。

　
巻
末
に
掲
げ
た
図
版
は
、
書
信
に
添
え
ら
れ
た
田
中
良
の
自
筆
画
（
衣
裳
下

絵
・
舞
台
下
絵
を
含
む
）
を
は
じ
め
、
本
文
内
容
を
補
う
た
め
に
必
要
な
も
の
で

あ
る
。
ま
た
「
参
考
図
版
」
は
、
書
信
に
添
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
本
文

を
読
む
う
え
で
有
益
と
考
え
ら
れ
る
図
版
で
あ
り
、
全
て
佐
藤
家
史
料
に
含
ま
れ

る
も
の
で
あ
る
。

差
出
人
と
書
信
の
概
要

　
史
料
の
概
要
は
（
上
）
文
末
に
表
１
で
示
し
た
が
、
本
稿
で
は
そ
の
後
に
検
出

さ
れ
た
書
信
を
加
え
、
駒
次
郎
が
戦
前
期
に
受
信
し
た
書
信
の
一
覧
を
文
末
に
再

掲
し
た
。

　
本
稿
で
紹
介
す
る
書
信
の
発
信
人
は
、
梶
川
理
兵
衛
、
角
屋
某
、
小
山
内
薫
、

食
満
南
北
、
長
谷
川
小
信
、
須
藤
五
郎
、
大
み
ち
某
の
七
名
で
あ
る
。
以
下
、
差

出
人
と
書
信
の
概
要
を
記
す
。

梶
川 

理
兵
衛

　
大
正
四
年
一
一
月
、
大
正
天
皇
御
大
典
を
祝
う
絵
葉
書
が
一
通

残
る
。
理
兵
衛
は
北
の
新
地
「
梶
川
席
」
の
経
営
者
で
、
名
倉
唯
四
郎
編
『
浪
花

廼
華
』（
明
治
三
六
）
に
氏
名
が
見
え
る
。
梶
川
席
は
古
参
の
芸
妓
扱
店
で
あ
っ

た
が
、
大
正
一
〇
年
以
降
の
『
北
陽
浪
花
踊
番
付
』
に
は
店
名
が
見
え
な
い
。

角
屋 

某
　
大
正
九
年
一
一
月
、
渡
航
先
の
ワ
シ
ン
ト
ン
か
ら
送
っ
た
絵
葉
書
一

通
が
残
る
。
差
出
人
は
未
詳
だ
が
、「
角
屋
」
の
下
に
「
島
」
の
一
字
が
読
め
る

の
で
（
以
下
は
ス
タ
ン
プ
イ
ン
ク
が
重
な
り
、
判
読
で
き
な
い
）、
京
都
島
原
の
角
屋

関
係
者
か
も
知
れ
な
い
。
日
本
出
発
（
恐
ら
く
神
戸
港
）
の
際
、
駒
次
郎
の
見
送

り
を
受
け
た
ら
し
い
。

小
山
内 

薫
　1）

　
大
正
一
三
年
、
築
地
小
劇
場
が
開
場
す
る
時
期
の
も
の
が
、
三

通
あ
る
。
書
信
の
内
容
は
、
二
通
が
舞
台
作
品
の
話
で
、
一
通
は
私
信
め
い
て
い

る
。
そ
の
書
信
に
、
二
世
寿
輔
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。
明
治
三
〇
年
ご
ろ
か

ら
、
名
古
屋
西
川
流
が
北
の
新
地
に
参
入
し
始
め
、
大
正
四
年
、
浪
花
踊
が
復
活

さ
れ
て
か
ら
は
、
舞
踊
の
振
付
は
西
川
石
松
と
花
子
が
担
当
し
て
い
た
。
と
こ
ろ

が
大
正
一
四
年
、
西
川
花
子
の
逝
去
に
よ
り
、
母
・
石
松
は
高
齢
で
あ
る
こ
と
を

理
由
に
、
北
の
新
地
の
担
当
を
寿
輔
に
変
っ
て
欲
し
い
と
言
っ
た
と
の
記
事
が
、

翌
一
四
年『
演
芸
画
報
』に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
書
信
は
同
時
期
の
も
の
で
あ
る
。

食
満 

南
北
　2）

　
昭
和
九
年
と
一
二
年
の
書
信
が
二
通
残
る
。
内
容
は
極
め
て
簡

略
な
も
の
で
あ
る
が
、
食
満
の
遺
稿
『
大
阪
芸
談
』（
神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研

究
セ
ン
タ
ー
編
）
の
記
事
と
照
合
す
る
と
、
食
満
の
書
信
が
単
な
る
年
賀
の
挨
拶

や
観
劇
の
礼
状
で
は
な
く
、
次
期
の
作
歌
者
と
し
て
予
定
さ
れ
た
こ
と
が
推
測
で

き
る
。

須
藤 

五
郎
　3）

　
書
信
は
三
通
が
残
る
。
昭
和
九
年
一
月
、
東
京
宝
塚
劇
場
の
竣

工
公
演
に
関
す
る
も
の
、
同
一
〇
年
、
ド
イ
ツ
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
音
楽
院
で
ゲ
オ

ル
ク
・
ア
ル
フ
レ
ー
ト
・
シ
ュ
ー
マ
ン
に
師
事
す
る
た
め
の
渡
欧
途
中
に
門
司
か

ら
投
函
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
、
消
印
不
明
だ
が
神
戸
出
港
後
に
「
大
み
ち
」
氏

と
連
名
で
投
函
し
た
も
の
、
各
一
通
で
あ
る
（
後
二
者
は
、
乗
船
し
た
と
思
わ
れ
る

船
の
写
真
絵
葉
書
を
使
っ
て
い
る
。
昭
和
一
〇
年
は
鹿
島
丸
、
消
印
不
明
の
も
の
は
伏

見
丸
で
、
共
に
日
本
郵
船
が
大
正
初
期
に
竣
工
し
、
欧
州
航
路
に
使
用
し
た
客
船
で
あ

る
）。
消
印
不
明
の
書
信
は
、
昭
和
一
三
、一
四
年
の
宝
塚
少
女
歌
劇
団
第
一
回

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公
演
で
指
揮
を
担
当
し
た
折
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
須
藤

と
駒
次
郎
の
接
点
は
昭
和
九
年
に
遡
り
、
東
京
宝
塚
劇
場
で
上
演
さ
れ
た
「
宝
三

番
叟
」「
花
詩
集
」の
作
曲
に
、駒
次
郎
が
何
ら
か
の
寄
与
を
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。

ま
た
、
昭
和
一
三
年
秋
に
出
発
し
た
欧
州
公
演
演
目
の
事
前
報
道
に
は
、「
浮
世

絵
　
彦
根
屏
風
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。「
浮
世
絵
」
と
「
彦
根
屏
風
」
が
併
記

さ
れ
る
こ
と
は
基
本
的
に
は
な
い
が
、
北
の
新
地
で
使
用
さ
れ
た
「
浮
世
絵
」
の

名
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
両
者
の
交
流
が
想
起
さ
れ
る
。

長
谷
川 

小
信
　4）

　
書
信
は
、
昭
和
八
年
の
京
都
便
り
が
一
通
で
あ
る
。
小
信
は

昭
和
六
年
か
ら
父
（
二
代
目
貞
信
）
と
と
も
に
、『
上
方
』（
南
木
芳
太
郎
編
）
の

表
紙
絵
を
作
成
し
て
い
る
。
駒
次
郎
と
の
接
点
は
南
木
で
あ
ろ
う
。

大
み
ち 

某
　
ド
イ
ツ
・
ベ
ル
リ
ン
で
、
大
正
一
二
年
二
月
と
九
月
に
投
函
さ

れ
た
書
信
が
一
通
ず
つ
あ
る
。
内
容
は
、
二
月
の
も
の
は
イ
ン
ス
タ
ン
ト
写
真
を
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試
し
た
感
想
で
あ
り
、
九
月
の
も
の
は
転
居
通
知
だ
が
、
関
東
大
震
災
を
案
じ
る

言
葉
も
あ
る
。
昭
和
一
四
年
、
須
藤
五
郎
と
渡
欧
し
た
「
大
み
ち
」
氏
の
可
能
性

も
含
め
て
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

凡
例一

、
書
信
は
浪
花
踊
の
担
当
者
と
そ
れ
以
外
と
に
分
け
、
発
信
人
別
、
年
代
順

に
配
列
し
た
。
消
印
の
判
読
が
困
難
な
場
合
は
住
所
・
内
容
な
ど
か
ら
推

測
し
、
明
ら
か
に
な
っ
た
範
囲
で
順
位
を
つ
け
た
。
期
間
に
幅
が
あ
る
場

合
は
、
そ
の
最
も
遅
い
時
期
に
置
い
た
。

一
、
発
信
人
名
の
下
に
「*
」「**

」
印
を
付
し
た
書
信
は
、
か
つ
て
筆
者
ら
が

一
部
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。「*

」
は
拙
稿
「
大
阪
花
街
・
北
新
地
と

舞
台
美
術
家
：
田
中
良
―
佐
藤
家
史
料
を
も
と
に
―
」（『
人
間
社
会
環
境

研
究
』
第
三
六
号
、二
〇
一
八
、以
下
、「
前
稿
」
と
い
う
）、「**

」
は
拙
稿
「
戦

前
期
大
阪
花
街
に
お
け
る
「
北
陽
浪
花
踊
」
と
「
堀
江
こ
の
花
踊
」
―
踊

り
の
詞
章
か
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
考
え
る
―
」（『
人
間
社
会
環
境
研
究
』

第
三
八
号
、
二
〇
一
九
）
で
あ
る
。

一
、
発
信
人
名
の
下
に
括
弧
つ
き
で
消
印
を
記
し
、
判
読
で
き
な
い
と
き
は

「
消
印
読
め
ず
」
と
記
し
た
。

一
、
書
信
は
、
宛
先
住
所
・
宛
名
・
内
容
・
日
付
・
発
信
人
住
所
・
発
信
者
名

な
ど
、
記
さ
れ
た
全
て
を
翻
刻
し
た
。
宛
先
住
所
氏
名
、
発
信
人
住
所
氏

名
は
、
そ
れ
ぞ
れ
を
一
括
り
に
記
載
し
た
。

一
、
官
製
葉
書
な
ど
で
表
裏
の
あ
る
場
合
、（
表
）（
裏
）
で
示
し
た
。
絵
葉
書
な

ど
宛
先
等
と
内
容
が
上
下
段
ま
た
は
左
右
に
記
さ
れ
る
場
合
は
こ
れ
を
分

ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
末
尾
に
（
上
）（
下
）、
ま
た
は
（
右
）（
左
）
と
記
し
た
。

一
、
本
文
は
現
行
の
漢
字
に
改
め
た
が
、異
体
字
な
ど
は
残
し
た
場
合
も
あ
る
。

一
、
判
読
で
き
な
い
文
字
は
▧
で
示
し
た
。

一
、
改
行
は
斜
線
で
示
し
た
。

一
、
発
信
人
が
記
述
し
た
月
日
を
書
き
添
え
て
い
る
場
合
、
こ
れ
を
記
し
た
の

ち
空
白
を
と
り
、
発
信
人
の
住
所
氏
名
を
記
し
た
。

一
、
自
筆
の
絵
が
本
文
中
に
添
え
ら
れ
て
い
る
場
合
や
、
内
容
と
関
係
の
あ
る

写
真
絵
葉
書
が
使
わ
れ
て
い
る
場
合
は
、「
図
版
」
と
し
て
番
号
を
付
し
、

末
尾
に
纏
め
た
。
ま
た
、内
容
と
関
係
の
深
い
絵
や
写
真
を
、「
参
考
図
版
」

と
し
て
付
し
た
場
合
が
あ
る
。

一
、
本
文
の
後
に
、
備
考
を
○
印
を
付
し
て
記
し
た
。
内
容
は
次
項
以
下
の
通

り
で
あ
る
。

一
、
消
印
の
判
読
で
き
な
い
部
分
や
発
信
人
が
特
定
で
き
な
い
場
合
、
そ
の
考

証
結
果
を
記
し
た
。

一
、
今
回
の
悉
皆
調
査
で
新
た
に
発
見
さ
れ
た
史
料
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た

こ
と
、
ま
た
は
前
稿
を
訂
正
す
べ
き
こ
と
な
ど
を
記
し
た
。

一
、
そ
の
他
、
適
宜
類
推
さ
れ
た
い
。

書
信
翻
刻

浪
花
踊
担
当
者
以
外
か
ら
の
書
信

三
五
、
梶
川
理
兵
衛
ハ
ガ
キ

（
表
）大

阪
市
北
区
曽
根
崎
／
新
地
一
丁
目
／
佐
藤
駒
次
郎
様
（
上
）

謹
而
／
奉
祝
／
御
大
礼

大
正
四
年
／
十
一
月
十
四
日
／
梶
川
理
兵
衛
（
下
）

（
裏
）
大
礼
紀
念 

太
平
楽
之
図
（
記
念
切
手
貼
付
）（
略
）

三
六
、
角
屋
某
ハ
ガ
キ
（
消
印
：W

A
SH

IN
GT

O
N

、N
O
V
.28.1920

ヵ
）

（
表
）

M
r. K

. Sato,/O
saka,/Japan

大
阪
市
北
区
曽
根
崎
新
地
／
永
楽
席
／
佐
藤
駒
次
郎
様
（
右
）

拝
啓 

出
発
の
際
は
色
々
御
世
話
様
／
に
相
成
候 

途
中
至
極
健
全
に
て
桑
港
／
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二
泊 

シ
カ
ゴ
五
泊 

寒
い
ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
を
見
て
／
十
三
日
ニ
ユ
ー
ヨ
ー
ク
に
入

り
視
察
の
上 

博
／
覧
会
と
ワ
ナ
メ
ー
カ
ー
視
察
の
為
二
十
三
日
／
フ
ィ
ラ
デ

ル
フ
ィ
ヤ
に
参
り
候 

田
舎
博
覧
会
／
に
候
へ
共
日
本
の
出
品
図
抜
け
て
立
派

に
て
／
評
判
に
相
成
り
候 

二
十
六
日
当
ワ
シ
ン
ト
ン
に
／
参
り
候 

今
迄
経
過

し
た
米
国
都
市
の
内
／
一
番
気
持
の
よ
い
処
に
御
座
候 

冬
の
一
人
旅
／
は
随

分
つ
ま
ら
ぬ
困
し
き
も
の
に
御
座
候
／
十
一
月
二
十
八
日
ワ
シ
ン
ト
ン
に
て
／

角
屋
（
島
□
□

御
会
の
節
大
西
様
に
よ
ろ
し
く
御
願
申
上
候
（
左
）

（
裏
）T

H
O
M

A
S CIRCLE, W

A
SH

IN
GT

O
N
, D

.C. 

（
略
）

〇
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
博
覧
会
は
未
詳
。「
ワ
ナ
メ
ー
カ
ー
」
は
当
地
発
祥
の
百
貨

店
で
あ
ろ
う
。「
大
西
様
」
は
、北
の
新
地
「
大
西
席
」
の
経
営
者
・
大
西
熊
吉
か
。

駒
次
郎
と
共
に
、
発
信
者
の
出
国
を
見
送
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

三
七
、
小
山
内 

薫
ハ
ガ
キ
＊

（
消
印
：
□
□13.6.14

）

（
表
）

　
大
阪
市
／
北
区
曽
根
崎
／
新
地
／
佐
藤
駒
次
郎
様

　
愈
開
場
仕
候
／
こ
れ
は
「
海
／
戦
」
の
舞
／
台
面
／
六
月
十
四
日
／
小
山
内
生

（
裏
）
（
図
版
一
六
）

○
築
地
小
劇
場
の
開
場
（
大
正
一
三
年
六
月
一
三
日
）
を
報
告
す
る
ハ
ガ
キ
。

三
八
、
小
山
内 

薫
ハ
ガ
キ
＊

（
消
印
：
□
□13.7.11

）

（
表
）大

阪
市
／
北
区
曽
根
崎
／
新
地
／
佐
藤
駒
次
郎
様

御
不
沙
汰
し
ま
し
た
／
暑
熱
甚
し
く
候
処
／
御
機
嫌
如
何
／
寿
輔
に
も
会
ひ

ま
し
た
／
小
生
は
汗
だ
く
で
毎
日
／
稽
古
／
珪
子
嬢
は
の
つ
つ
そ
つ
つ
／
で

ト
ラ
ン
プ
や
編
物
と
／
首
つ
引
。
抑
も
／
何
の
為
に
東
京
へ
来
た
の
／
で
せ

う 

呵
々
／
か
つ
や
へ
宜
し
く
／
お
宅
の
夫
人
へ
も
宜
し
く
／
七
月
十
日

　
薫

（
裏
）（
図
版
一
七
）
「
狼
」
の
舞
台

〇
花
柳
寿
輔
と
会
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
丁
度
、
北
の
新
地
の
舞
踊
を
担
当

し
て
い
た
西
川
石
松
が
高
齢
と
な
り
、
花
子
が
亡
く
な
っ
た
こ
ろ
で
あ
る
。
舞
踊

担
当
者
を
め
ぐ
っ
て
、
小
山
内
薫
に
打
診
を
依
頼
し
た
の
か
、
ま
た
は
公
的
な
仲

立
ち
を
依
頼
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
正
一
三
年
一
二
月『
演
芸
画
報
』に
は
、

西
川
石
松
が
高
齢
を
理
由
に
、
北
の
新
地
の
師
匠
交
代
を
希
望
し
て
い
る
と
い
う

記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
推
測
の
域
に
留
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、西
川
石
松
、

小
山
内
薫
、
二
世
花
柳
寿
輔
の
関
係
が
垣
間
見
ら
れ
る
書
信
で
あ
る
。

三
九
、
小
山
内 

薫
ハ
ガ
キ
＊

（
消
印
読
め
ず
）

（
表
）大

阪
市
／
北
区
曽
根
崎
／
新
地
／
佐
藤
駒
次
郎
様

第
四
回
演（

マ
ヽ
）公

／
今
夜
初
日
／
そ
の
内
「
び
ろ
う
ど
／
の
バ
ラ
」
の
舞
台
／

面 

お
目
に
か
け
候
／
十
九
日
／
東
京
に
て
／
小
山
内

　
薫

（
裏
）（
図
版
一
八
）

○
「
天
鵞
絨
の
薔
薇
」
上
演
は
、
築
地
小
劇
場
の
第
六
回
公
演
で
あ
っ
て
第
四
回
で

は
な
い
。
前
稿
参
照
。

四
〇
、
長
谷
川
小
信
ハ
ガ
キ
（
消
印
：
京
都
祇
園8.12.7

）

（
表
）大

阪
市
北
区
／
曽
根
崎
新
地
／
一
ノ
二
二
／
佐
藤
駒
次
郎
様

　
　
　
　（
印
刷
）
大
阪
市
西
成
区
松
原
通
／
二
丁
目
五
十
番
地
／
長
谷
川
小
信

本
日
／
帝
展
を
兼
て
／
顔
見
世
を
／
小
信
／
信
廣

（
裏
）（
図
版
一
九
）

四
一
、
食
満
南
北
ハ
ガ
キ
（
消
印
：
芦
屋9.1.2

）

（
表
）

　
大
阪
市
北
区
曽
根
崎
新
地
／
一
丁
目
二
十
二
／
佐
藤
駒
次
郎
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
し
屋
／
食
満
南
北
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（
裏
）
賀
正
／
元
旦
（
図
版
二
〇
）

四
二
、
食
満
南
北
ハ
ガ
キ
＊
＊

（
消
印
：
芦
屋12.5.14

）

（
表
）

　
大
阪
市
北
区
北
の
新
地
／
北
陽
演
舞
場
／
佐
藤
駒
次
郎
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
し
や
／
南
北

（
裏
）御

て
い
ね
い
に
／
あ
り
が
た
う
／
な
ほ
／
を
ど
り
／
面
白
く
／
拝
見
／
し
ま
し

た
（
図
版
二
一
）

四
三
、
須
藤
五
郎
ハ
ガ
キ
（
東
京
中
央
、9.1.22

）

（
表
）大

阪
市
北
区
曽
根
崎
／
新
地
一
丁
目
▧
▧／
二
十
二
番
地
／
佐
藤
駒
次
郎
様

　
二
十
一
日

　
東
京
日
比
谷
一
丁
目
／
東
京
宝
塚
劇
場
内
／
須
藤
五
郎
（
上
）

御
無
沙
汰
致
し
て
居
り
ま
す
／
御
壮
健
で
す
か
／
三
番
叟
も
お
蔭
で
成
功
致
／

し
ま
し
た 

厚
く
御
厚
意
を
／
謝
し
ま
す 

花
詩
集
も
大
変
／
な
人
気
で
喜
ん
で

居
り
ま
す
／
僧
院
の
場
が
矢
張
り
一
番
／
評
判
で
す 
二
十
四
日
の
晩
に
は
／

家
元
の
研
究
会
へ
荒
島
君
と
／
お
邪
魔
し
ま
す 

お
閑
で
し
た（

マ
ゝ
）／

一
度
皆
様
で

お
出
か
け
に
な
ら
れ
／
て
は
い
か
ゞ
で
す
か
（
下
）

（
裏
）
東
京
宝
塚
劇
場
観
覧
席
写
真
（
略
）

〇
『
宝
塚
歌
劇
五
十
年
史
』（
宝
塚
歌
劇
団
、
一
九
六
四
）
に
よ
れ
ば
、
東
京
宝
塚
劇

場
は
昭
和
九
年
一
月
に
竣
工
し
、
元
旦
か
ら
月
末
ま
で
、
舞
踊
「
宝
三
番
叟
」（
久

松
一
声
・
水
田
茂
作
、
須
藤
五
郎
作
曲
）、
オ
ペ
レ
ッ
ト
「
パ
リ
の
ア
パ
ッ
シ
ュ
」

（
中
西
武
夫
・
荒
尾
静
一
作
、上
野
勝
教
作
曲
）、歌
劇
「
紅
梅
殿
」（
久
松
一
声
作
、

須
藤
五
郎
・
河
崎
一
朗
作
曲
）、
レ
ビ
ュ
ー
「
花
詩
集
」（
白
井
鐵
造
作
、
須
藤
五

郎
・
河
崎
一
朗
作
曲
）
の
四
曲
を
月
組
が
上
演
し
た
。
須
藤
は
作
曲
に
際
し
駒
次

郎
か
ら
何
ら
か
の
示
唆
を
受
け
、そ
れ
が
公
演
の
成
功
に
繋
が
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
文
面
中
の
「
家
元
」
は
二
世
花
柳
寿
輔
、「
荒
島
君
」
は
荒
島
鶴
吉
で
あ
ろ
う
。

荒
島
は
、
昭
和
初
期
の
宝
塚
歌
劇
団
の
教
師
で
あ
っ
た
（『
同
』
一
三
九
頁
）。

四
四
、
須
藤
五
郎
ハ
ガ
キ
（
消
印
：
門
司10.9.6

）

（
表
）大

阪
市
北
区
曽
根
崎
／
新
地
一
ノ
二
二
／
佐
藤
駒
次
郎
様
（
上
）

で
は
元
気
よ
く
行
つ
て
参
り
／
ま
す 

皆
様
も
御
元
気
で
／
向
ふ
へ
参
り
ま
す

れ
ば
定
め
し
／
多
忙
の
た
め
お
便
り
も
充
分
／
に
出
来
な
い
事
だ
ろ
う
と
存
じ

／
ま
す 

便
り
が
な
け
れ
ば
元
気
／
よ
く
や
つ
て
居
る
も
の
と
お
許
し
／
願
ひ

ま
す
／
門
司
に
て
／
須
藤
五
郎
（
下
）

（
裏
）
日
本
郵
船
鹿
島
丸
写
真
（
略
）

四
五
、
須
藤
五
郎
他
ハ
ガ
キ
（
消
印
不
明
）

（
表
）大

阪
市
北
区
／
北
新
地
一
丁
め
／
永
楽
席
／
佐
藤
駒
次
郎
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伏
見
丸
か
ら
／
二
十
九
日
の
夜
（
上
）

御
見
送
り
を
あ
り
が
た
う
。
／
い・

・

・

・

・

・

ま
の
と
こ
ろ
鏡
の
や
う
な
海
／
な
の
で
吾
々

が
買
切
り
の
や
／
う
に
ワ
イ
〳
〵
騒
い
で
ゐ
る
の
／
は
有
楽
座
の
幕
合
に
遊
／

ん
で
ゐ
る
や
う
な
気
が
し
ま
す
／
妻
君
に
よ
ろ
し
く
（
大
み
ち
）

昨
晩
は
御
馳
走
に
な
り
／
ま
し
て
今
日
は
神
戸
迠
／
来
て
頂
い
て
何
ん
と
も

／
御
礼
の
申
上
様
も
御
座
／
い
ま
せ
ん 

厚
く
御
礼
／
申
上
ま
す
こ
れ
か
ら
／

追
々
申
上
ま
す

　
◯ご 

（
下
）

（
裏
）
日
本
郵
船
伏
見
丸
写
真
（
略
）

〇
四
四
・
四
五
は
ど
ち
ら
も
出
発
の
挨
拶
状
で
、
前
者
は
門
司
、
後
者
は
神
戸
か
ら
出

港
し
て
い
る
が
、
船
が
異
な
る
の
で
別
時
点
の
渡
航
で
あ
ろ
う
。
管
見
で
は
、
須
藤

は
戦
前
期
、
昭
和
一
〇
年
と
同
一
三
年
の
二
回
、
渡
欧
し
て
い
る
。
前
者
が
消
印

か
ら
昭
和
一
〇
年
の
も
の
と
す
れ
ば
、
後
者
は
同
一
三
年
の
も
の
で
あ
る
可
能
性

が
高
い
。
昭
和
一
三
年
の
渡
航
は
、
宝
塚
少
女
歌
劇
の
欧
州
公
演
の
た
め
で
あ
る
。



256 （ 6 ）人間社会環境研究　第42号　2021．9

四
六
、
大
み
ち
某
カ
ー
ド

（
表
）

21, Februar, 1923.

／um
. W

ertheim
, 

／Berlin.

／H
. O

m
ichi

（

図

版
二
二
）

（
裏
）こ

れ
は
移
転
届
の
為
め
に
撮
し
た
／
速
写
真
だ
。
伯
林
の
三
越
と
も
／
い
ふ
べ

き
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
ハ
ウ
ス
／
で
撮
し
た
の
だ
が 

汽
車
の
切
符
を
／
買
ふ
や

う
に
並
ん
で
待
た
ね
ば
／
な
ら
ぬ
程
繁
昌
し
て
ゐ
る
。
勿
論
／
速
写
真
だ
か
ら

待
つ
て
ゐ
る
う
／
ち
に
出
来
る
故
う
ま
く
撮
る
／
わ
け
も
な
い
が 

こ
ん
な
に

絵
葉
／
書
に
ま
で
し
て
勿
驚
一
枚
た
／
つ
た
二
銭
五
厘
（
十
二
枚
で
二
／
十
七

銭
）
だ
か
ら
あ
き
れ
る
だ
ら
／
う
。
三
越
な
ん
か
と
て
も
足
も
と
／
へ
も
よ
ら

れ
ま
い
テ

四
七
、
大
み
ち
某
ハ
ガ
キ
（
消
印
：CH

A
RLO

T
T
EN

BU
RG 22.9.23

）

（
表
）

　H
errn. K

. Sato.

／O
saka, 

／Japan   
via A

m
erica

　
大
阪
市
北
区
北
新
地
一
／
永
楽
席
／
佐
藤
駒
次
郎
様
（
右
）

旅
行
か
ら
帰
る
な
り
下
記
へ
転
宿
す
る
事
／
に
し
た
か
ら
御
承
知
を
乞
ふ
。
有

名
な
／
ハ
レ
ン
ゼ
ー
の
近
処
で
閑
静
／
な
よ
い
素
人
家
だ
。
ル
ナ
パ
ー
ク
／
へ

近
い
。
二
三
日
後
ラ
イ
ン
河
／
下
り
を
や
つ
て
来
る
つ
も
り
だ
。
／
四
五
日
位

か
ゝ
る
予
定
で
、
東
／
京
の
地
震
の
詳
報
が
ま
だ
来
な
／
い
の
で
誰
か
や
ら
れ

て
ゐ
な
い
か
と
／
心
配
し
て
る
の
だ
。
先
は
御
報
せ
ま
で

H
. O

m
ichi, 

／bei Fr. W
ilck. K

atharinenstr, 3. Berlin, W
ilm

ersdo
rf 

（
左
）

（
裏
）
ワ
グ
ナ
ー
肖
像
画
写
真
（
略
）

音
楽
の
大
親
玉
／
ワ
グ
ネ
ル
／
の
肖
像

ベ
ル
リ
ン
に
て
／
一
九
二
三
年
九
月
二
二
日
□
□
□
□

結
び
に
か
え
て
―
佐
藤
家
所
蔵
舞
踊
関
係
史
料
の
意
義
―

　
最
後
に
、
佐
藤
家
所
蔵
舞
踊
関
係
史
料
の
史
料
と
し
て
の
意
義
を
考
え
た
い
。

書
信
自
体
が
語
る
意
義
を
三
点
、
史
料
の
残
り
方
が
示
す
意
義
を
一
点
述
べ
る
。

　
ま
ず
史
料
自
体
が
語
る
意
義
だ
が
、
第
一
に
田
中
良
の
昭
和
一
三
年
一
月
の
書

信
二
通
を
取
り
上
げ
る
。
田
中
の
書
信
は
、
昭
和
一
二
年
、
日
中
全
面
戦
争
の
影

響
を
受
け
、
大
阪
四
花
街
が
春
の
踊
を
中
止
す
る
経
緯
に
関
わ
る
書
信
で
あ
る
。

　『
大
阪
毎
日
新
聞
』
昭
和
一
三
年
一
月
二
三
日
夕
刊
は
、
以
下
の
よ
う
に
伝
え

て
い
る

　 5）
。

浪
華
の
春
を
彩
る
華
麗
な
新
町
の
「
浪
花
踊
」
が
国
民
総
動
員
の
戦
局
下
に

姿
を
消
す
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
に
続
い
て
各
廓
の
「
春
の
踊
」
も
中
止
の
意

向
を
示
し
て
ゐ
る
。（
中
略
）
北
陽
で
は
「
浪
花
踊
」
と
し
て
は
こ
れ
を
中

止
す
る
が
別
の
形
式
で
「
春
の
踊
」
を
催
す
た
め
準
備
を
進
め
て
を
り
、
こ

れ
に
よ
つ
て
花
街
も
い
よ
〳
〵
戦
時
体
制
下
の
一
色
に
ぬ
り
つ
ぶ
さ
れ
る
こ

と
に
な
つ
た
（
後
略
）

　
北
の
新
地
が
「
別
の
形
式
で
「
春
の
踊
」
を
催
す
た
め
準
備
」
と
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
点
に
関
す
る
記
述
が
田
中
の
書
信
（
一
九
、
二
〇
）

に
残
さ
れ
て
い
る
。
該
当
箇
所
を
引
用
し
よ
う
。

昭
和
一
三
年
一
月
三
〇
日
付
書
信

謹
啓
、
過
日
は
浪
花
踊
の
件
に
付
き
電
報
を
頂
き
ま
し
た
が
／
其
後
の
御
模

様
は
如
何
か
と
考
へ
な
が
ら
道
具
帳
の
方
を
進
め
／
て
居
り
ま
す
。
実
は
東

京
の
新
聞
に
関
西
の
春
の
踊
は
全
部
遠
慮
／
に
決
定
し
た
と
の
通
信
が
大

き
く
出
ま
し
た
の
で 

家
元
と
も
話
を
致
し
て
居
／
り
ま
し
た
が 

電
報
を
頂

い
た
の
で 

昨
夜
も
家
元
光
来
の
際 

御
詳
報
を
御
待
／
ち
致
し
て
居
る
む
ね

話
合
ひ
ま
し
た
。
兎
も
角
時
局
は
次
第
に
複
雑
に
な
つ
て
／
参
り
ま
し
た
の

で 
愈
々
益
々
大
事
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
ゝ
覚
悟
致
／
し
て
居
り

ま
す
の
で 
公
私
共
に
充
分
気
を
引
締
め
て 

非
常
時
に
対
し
な
け
／
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。（
後
略
）
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昭
和
一
三
年
一
月
三
一
日
付
書
信

（
前
略
）
例
年
と
違
ひ
其
／
内
容
表
現
と
か
演
出
等
に
も
相
等
の
注
意
／
と

用
意
と
が
必
要
か
と
思
ひ
ま
す
。
孰
づ
れ
／
御
目
に
か
ゝ
る
時
詳
し
い
御
相

談
は
致
し
ま
す
が
／
道
具
衣
裳
等
に
付
い
て
も
相
等
考
へ
ま
せ
う
。（
後
略
）

　
ま
た
食
満
南
北
は
、『
大
阪
芸
談
』
で
「
浪
花
踊
」
に
つ
い
て
以
下
の
様
に
語
っ

て
い
る

　 6）
。

△
北
陽
浪
花
踊

 

こ
れ
も
其
廓
の
曰
く
。（
中
略
）
そ
し
て
更
に
大
正
四
年
四
月
、
現
在
の
北

陽
演
舞
場
の
落
成
と
同
時
に
、
こ
の
浪
花
踊
を
復
活
第
一
回
と
し
、
爾
来
年

殊
に
回
を
重
ね
て
云
々

と
い
ふ
て
ゐ
る
。（
中
略
）

　
丁
度
本
年
、
か
つ
て
か
ら
望
ん
で
ゐ
た
通
り
、
い
よ
〳
〵
私
の
作
歌
で
再

復
活
さ
れ
よ
う
と
し
た
の
が
無
期
延
期
に
な
つ
て
、
其
歌
詞
は
空
し
く
な
つ

た
わ
け
だ
。

　
神
戸
女
子
大
学
編
集
・
発
行
『「
食
満
南
北
」
図
録
』
の
解
説

　 7）
に
、『
大
阪
芸

談
』
は
昭
和
一
八
年
頃
の
執
筆
と
あ
る
の
で
、
食
満
が
用
意
し
た
詞
章
は
、
昭
和

一
七
年
、
浪
花
踊
の
復
活
と
し
て
行
っ
た
豊
国
踊

　 8）
の
た
め
に
用
意
し
た
が
使
わ

れ
ず
、
昭
和
一
八
年
三
月
に
は
浪
花
踊
が
無
期
延
期
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、

そ
の
ま
ま
「
空
し
く
」
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
今
回
発
見
さ
れ
た
二
通

の
田
中
書
信
か
ら
、
北
の
新
地
が
昭
和
一
三
年
も
、「
別
の
形
式
」
に
よ
る
浪
花

踊
を
検
討
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
田
中
と
食
満
の
記
述
に
は
五
年
の
開
き

が
あ
る
が
、
北
の
新
地
が
昭
和
一
三
年
の
後
も
、
食
満
の
協
力
を
得
て
「
非
常
時

対
応
」
で
浪
花
踊
を
し
た
い
と
期
待
し
続
け
た
こ
と
が
推
測
で
き
よ
う
。
食
満
の

書
信
（
四
二
）
は
、
両
者
の
関
係
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
結
果
的
に
大
阪
四

花
街
は
連
携
し
て
春
の
踊
の
中
止
を
決
定
し
、
昭
和
一
七
年
に
行
っ
た
豊
国
踊
も

内
容
は
舞
踊
会
で
あ
っ
た

　 9）
。
戦
時
下
大
阪
花
街
で
は
芸
妓
も
軍
需
工
場
で
の
労

働
に
奉
仕
し
た
と
い
う

　10）
。
田
中
の
書
信
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
食
満
の
書
信
は

ご
く
短
い
も
の
が
二
通
残
る
だ
け
で
あ
る
が
、
史
料
や
聞
き
取
り
調
査
な
ど
複
数

の
証
左
を
併
せ
検
討
す
る
と
、
時
期
的
な
も
の
も
あ
っ
て
芸
妓
や
大
阪
花
街
に
留

ま
ら
な
い
、
大
阪
と
い
う
都
市
の
在
り
方
へ
繋
が
る
契
機
と
な
る
興
味
深
い
史
料

で
あ
っ
た
。

　
第
二
に
、
遠
山
静
雄
の
書
信
を
事
例
に
、
浪
花
踊
関
係
者
間
の
交
流
に
関
し
て

考
え
よ
う
。

　
佐
藤
家
史
料
に
は
数
多
の
舞
台
下
絵
が
含
ま
れ
る
が
、
遠
山
静
雄
の
署
名
と
推

測
さ
れ
る
「
遠
」
と
書
か
れ
た
舞
台
下
絵
が
四
枚
あ
る
。
筆
者
ら
が
『
人
間
社
会

環
境
研
究
』
第
三
六
号

　11）
に
執
筆
し
た
時
点
で
は
、
こ
れ
ら
が
使
用
さ
れ
た
作
品

名
は
不
明
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
史
料
調
査
（
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
愛
蔵
版

番
付
）
で
件
の
舞
台
下
絵
は
、
昭
和
八
年
、
第
一
九
回
浪
花
踊
、
第
一
場
「
天
女

祥
瑞
」
第
二
場
「
妖
姫
の
舞
」
第
三
場
「
萩
の
露
」
第
四
場
「
恋
の
五
丁
目
」
の

舞
台
下
絵
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
さ
ら
に
第
五
場
「
襟
化
粧
」
の
後
半
、
第

六
場
「
さ
み
だ
れ
」
第
七
場
「
春
告
鳥
」
三
枚
も
佐
藤
家
史
料
に
あ
り
、
同
調
査

で
同
じ
作
品
の
舞
台
下
絵
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
が
、
こ
れ
ら
に
は
署
名
が
な

い
。
た
だ
、
明
ら
か
に
両
者
の
筆
致
や
構
図
、
山
並
み
や
草
花
、
木
々
の
描
き
方

は
異
な
っ
て
お
り
、
色
の
ぼ
か
し
方
や
色
遣
い
に
も
違
い
が
見
ら
れ
る
。
そ
し

て
、
署
名
の
な
い
舞
台
下
絵
は
田
中
良
の
筆
致
そ
の
ほ
か
と
よ
く
似
て
い
る
。

　
つ
ま
り
第
一
九
回
の
舞
台
下
絵
は
、
何
ら
か
の
事
情
で
田
中
と
遠
山
が
分
担
し

て
作
成
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
愛
蔵
版
番
付
に
は
「
舞
台
考
案
：
田
中
良
、

同
：
野
村
芳
光
」
と
記
さ
れ
、
遠
山
の
名
前
は
な
い
。
し
か
し
簡
易
版
番
付
に

は
「
舞
台
装
置
：
田
中
良
、
同
：
遠
山
静
雄
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
愛
蔵

版
の
野
村
は
例
年
な
ら
舞
台
装
置
三
名
の
筆
頭
に
記
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
の
で
、

こ
の
回
の
み
番
付
作
成
時
に
何
ら
か
の
手
違
い
が
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら

に
田
中
が
自
著
『
舞
台
美
術
』
に
収
録
し
た
「（
田
中
良
）
舞
台
装
置
上
演
記
録
」

の
昭
和
八
年
五
月
の
項
に
は
、
赤
坂
温
習
会
（
東
京
劇
場
）
と
宝
塚
少
女
歌
劇
（
宝

塚
大
劇
場
）
の
記
述
は
あ
る
が
、北
陽
浪
花
踊
に
つ
い
て
は
書
か
れ
て
い
な
い

　12）
。

　
昭
和
九
年
の
照
明
に
遠
山
は
参
加
し
て
い
な
い
が
翌
年
に
は
復
帰
し
て
お
り
、

遠
山
の
不
在
は
昭
和
六
年
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
何
ら
か
の
事
情
で
下
絵
を
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両
者
で
分
担
し
た
が
、
例
年
と
は
異
な
る
や
り
方
に
愛
蔵
版
番
付
に
不
手
際
が
生

じ
た
も
の
と
い
う
推
測
で
良
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
遠
山
の
書
簡
（
昭
和
一
二
年
）
は
一
通
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
い
づ
れ
田

中
様
と
打
合
せ
考
案
仕
る
べ
く
候
」
と
あ
り
、
そ
の
連
携
が
窺
わ
れ
る
。
こ
の
よ

う
に
、
舞
台
下
絵
や
番
付
か
ら
連
携
に
問
題
が
生
じ
た
か
と
思
わ
れ
る
ケ
ー
ス

も
、
書
信
に
よ
り
交
流
が
見
え
て
く
る
。

　
な
お
田
中
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
無
記
名
の
下
絵
と
「
遠
」
の
署
名
（
遠
山
静

雄
の
も
の
か
否
か
）
に
関
す
る
追
跡
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
第
三
に
、
駒
次
郎
が
妻
・
ハ
ナ
に
送
っ
た
書
簡
を
掲
げ
よ
う
。
こ
れ
を
も
と
に

第
三
点
と
し
て
、
北
陽
浪
花
踊
と
花
柳
舞
踊
研
究
会
と
の
、
深
い
関
わ
り
を
指
摘

し
た
い
。

　
〇
佐
藤
駒
次
郎
書
状
（
東
京
中
央
、9.11.30

）

（
封
筒
表
）

大
阪
市
北
区
曽
根
崎
新
地
／
一
丁
目
二
十
二
番
地
／
永
楽
／
佐
藤
ハ
ナ
様

（
封
筒
裏
）

東
京
／
佐
藤
／
十
一
月
三
十
日

（
丸
の
内
ホ
テ
ル
便
箋
）

浪
花
踊
の
打
合
せ
を
す
ま
し
て 

一
日
の
菊
五
郎
の
初
日
を
見
て
／
帰
ヘ
る

と
云
ふ
て
居
り
ま
し
た
が 

今
度
踊
り
の
作
歌
を
／
長
田
さ
ん
を
や
め
て
木

村
冨
子
さ
ん
に
頼
む
事
に
／
な
つ
た
の
で 

其
打
合
せ
を
一
日
夜
か
ら
二
日

の
午
後
一
時
と
／
二
度 

木
村
さ
ん
に
お
目
に
か
ゝ
る
都
合
に
な
り 
二
日
の

ば
ん
／
こ
ち
ら
を
の
り
ま
す
故 

三
日
の
朝
帰
へ
る
事
に
な
り
ま
す
／
こ
ん

度
は 

花
柳
さ
ん
や
田
中
さ
ん
遠
山
さ
ん
が
芝
居
の
／
け
い
こ
で
と
て
も
い

そ
が
し
く
て 

昨
晩
も
一
昨
晩
も
／
夜
の
二
時
ま
で
か
ゝ
り
ま
し
た
（
以
上

一
葉
目
）

よ
る
を
そ
い
の
で 

か
ぜ
が
な
を
り
き
り
ま
せ
ん
の
で
／
ひ
る
わ
半
ぶ
ん
寝

て
居
り
ま
す
／
ね
つ
は
少
し
も
あ
り
ま
せ
ん
故 

心
配
す
る
程
の
事
／
は
あ

り
ま
せ
ん
ガ 

し
ん
ど
い
の
で
と
び
あ
る
く
／
事
ガ
出
来
ま
せ
ん
／
今
日
は

一
日
ひ
ま
で
す
か
ら
新
国
劇
の
芝
居
を
／
見
に
行
き
ま
す

　
Ｋ
（
以
上
二
葉

目
）

　
右
は
、
追
加
調
査
で
発
見
さ
れ
た
佐
藤
家
史
料
中
唯
一
の
駒
次
郎
書
信
で
あ

る
。
昭
和
九
年
一
一
月
三
〇
日
、
投
宿
先
の
東
京
・
丸
の
内
ホ
テ
ル
で
認
め
た
書

簡
で
、
第
二
一
回
浪
花
踊
の
作
歌
者
を
木
村
富
子
に
変
更
し
た
た
め
、
帰
阪
が
遅

れ
る
こ
と
を
ハ
ナ
に
報
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
既
に
紹
介
し
た
書
信
と
照
合
す
る

と
き
、
重
要
な
事
実
が
判
明
す
る
。

　
駒
次
郎
は
こ
の
と
き
、
翌
年
五
月
の
浪
花
踊
打
合
せ
の
た
め
上
京
し
た
。
当
初

は
簡
単
に
済
む
と
思
っ
て
い
た
打
合
せ
は
、
意
外
に
時
間
が
か
か
っ
た
。
そ
の
理

由
は
、「
今
度
踊
り
の
作
歌
を
／
長
田
（
幹
彦
）
さ
ん
を
や
め
て
木
村
冨
子
さ
ん

に
頼
む
事
に
／
な
つ
た
」
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
文
面
か
ら
は
、
作
歌
者
の
変
更
は

従
来
か
ら
駒
次
郎
が
考
え
て
い
た
こ
と
で
は
な
く
、
彼
が
上
京
し
て
初
め
て
決

ま
っ
た
こ
と
の
よ
う
に
読
み
取
れ
る
。
お
そ
ら
く
北
の
新
地
で
は
、
文
面
に
も
見

え
る
「
花
柳
さ
ん
や
田
中
さ
ん
遠
山
さ
ん
」
が
駒
次
郎
と
協
議
・
連
携
し
つ
つ
、

舞
台
全
体
を
作
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
、（
上
）
で
紹
介
し
た
田
中

の
書
信
（
五
、
九
、
一
三
、
一
四
、
一
六
）
か
ら
も
一
部
読
み
取
れ
る
が
、
こ
の
駒
次
郎

書
信
に
よ
っ
て
一
層
明
確
に
指
摘
で
き
る
。
北
陽
浪
花
踊
は
、
花
柳
舞
踊
研
究

会
の
主
要
メ
ン
バ
ー
が
総
力
で
担
当
す
る
舞
台
だ
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
な
お
、（
上
）
の
木
村
富
子
ハ
ガ
キ
（
二
九
）
に
い
う
「
先
頃
」「
前
節
」
は
、

こ
の
時
の
打
合
せ
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

　
続
い
て
、
史
料
の
残
り
方
が
示
す
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

　
表
１
に
示
す
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
が
直
接
ま
た
間
接
に
舞
踊
、
ま
た
は
演
劇
と

関
わ
る
書
信
で
あ
っ
た
。
戦
後
の
書
信
が
葬
儀
な
ど
私
的
な
書
信
で
あ
る
こ
と
と

対
照
す
れ
ば
、
戦
前
期
の
書
信
は
、
駒
次
郎
が
花
街
の
舞
踊
史
料
と
し
て
残
そ
う

と
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ
の
意
図
は
、
一
面
で
は
南
木
芳
太
郎

の
上
方
文
化
保
存
に
共
鳴
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
彼
の
育
っ
た
家
庭
の

意
識
に
依
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
悉
皆
調
査
で
は
、
恵
氏
の

許
可
を
得
て
佐
藤
家
過
去
帳
を
拝
見
し
た
。江
戸
末
期
か
ら
続
く
家
系
で
あ
る
が
、
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残
念
な
が
ら
現
時
点
で
は
卯
之
助
以
前
に
言
及
で
き
る
ほ
ど
の
調
査
が
で
き
て
い

な
い
。

　
し
か
し
、
卯
之
助
（
駒
次
郎
の
父
）
が
席
主
と
な
り
二
度
も
立
て
直
し
た
永
楽

館
は
、
笹
部
新
太
郎
が
特
筆
す
る
風
雅
と
新
奇
を
兼
ね
備
え
た
場
で
あ
っ
た

　13）
。

ま
た
、
東
京
か
ら
芸
人
を
呼
ぶ
な
ど
、
興
行
で
も
工
夫
を
凝
ら
し
た
よ
う
だ

　14）
。

席
主
と
し
て
の
工
夫
や
気
概
、誇
り
、そ
れ
ら
を
芸
妓
養
成
、花
街
の
芸
能
と
い
っ

た
形
で
継
承
し
た
駒
次
郎
に
と
っ
て
、
花
街
資
料
は
文
化
を
後
世
に
残
す
た
め
に

だ
け
重
要
だ
っ
た
の
で
は
な
く
、
戦
後
の
浪
花
踊
復
活
の
た
め
に
不
可
欠
な
も
の

で
あ
っ
た
。
駒
次
郎
が
残
し
た
資
料
を
、
妻
・
は
な
、
娘
・
笑
子
は
、
駒
次
郎
が

亡
く
な
っ
て
二
年
後
に
誕
生
し
た
恵
氏
を
育
て
な
が
ら
守
り
続
け
た
。
恵
氏
は
現

在
、
舞
踊
家
は
引
退
し
て
い
る
が
、
舞
踊
に
深
く
関
わ
っ
た
も
の
と
し
て
史
資
料

を
継
承
し
て
い
る
。
大
阪
大
空
襲
等
で
ほ
と
ん
ど
の
花
街
史
料
が
湮
滅
し
た
な
か

で
、
佐
藤
家
は
花
街
史
資
料
を
守
り
続
け
た
。

　
駒
次
郎
が
花
街
の
芸
能
者
と
し
て
残
し
た
か
っ
た
も
の
は
何
か
。
今
回
、
紹
介

す
る
史
料
は
書
信
の
み
で
あ
る
が
、
書
信
以
外
に
佐
藤
家
に
残
さ
れ
た
史
料
も
、

番
付
や
舞
台
下
絵
、
舞
台
衣
裳
下
絵
、
舞
踊
の
映
像
な
ど
、
概
ね
舞
踊
に
関
わ
る

も
の
で
あ
っ
た

　15）
。
そ
れ
は
駒
次
郎
が
、
芸
妓
の
真
性
は
舞
踊
で
あ
り
、
舞
踊
こ

そ
そ
の
存
在
理
由
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
佐
藤
卯
之
助
か
ら
続

く
北
の
新
地
の
芸
能
関
係
者
と
し
て
、
佐
藤
家
が
守
っ
た
も
の
、
そ
れ
は
舞
台
芸

術
と
い
う
総
合
的
な
性
格
か
ら
多
岐
に
わ
た
る
分
野
と
、
鉄
道
な
ど
交
通
網
が
充

実
し
た
背
景
に
よ
る
花
街
芸
能
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
広
が
り
を
示
す
史
料
で
あ
っ

た
。
地
域
と
時
代
を
超
え
て
、
花
街
の
芸
能
関
係
者
と
芸
術
家
た
ち
の
活
動
が
接

近
し
、
互
い
の
芸
の
昇
華
の
た
め
に
協
力
関
係
に
あ
っ
た
時
代
を
語
る
史
料
は
、

花
街
の
一
側
面
を
示
す
の
み
な
ら
ず
、
芸
能
全
体
の
一
側
面
を
伝
え
る
貴
重
な
も

の
と
し
て
、
存
在
意
義
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

【
注
】

 1） 

小
山
内
薫
：
明
治
一
四
年（
一
八
八
一
）生
れ
。
近
代
演
劇
の
黎
明
期
に
研
究（
ゴ
ー

ド
ン
・
グ
レ
イ
グ
の
研
究
）
や
実
践
（
自
由
劇
場
の
結
成
と
築
地
小
劇
場
の
設

立
）
で
活
躍
し
、
近
代
演
劇
上
演
の
基
礎
を
築
い
た
。
イ
プ
セ
ン
ら
自
然
主
義
戯

曲
や
、
チ
ェ
ー
ホ
フ
や
ゴ
ー
リ
キ
ー
な
ど
の
紹
介
と
上
演
を
行
っ
た
。
昭
和
三
年

（
一
九
二
八
）
急
逝
。
国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
『
国
史
大
辞
典
』
第
二
巻
、
吉
川

弘
文
館
、
八
二
二
頁
参
照
。

 2） 

食
満
南
北
：
明
治
一
三
年
生
れ
。
早
稲
田
大
学
在
籍
、坪
内
逍
遥
へ
の
師
事
な
ど
、

時
期
等
は
未
詳
で
あ
る
。
東
京
歌
舞
伎
座
作
者
部
屋
で
の
作
者
修
行
や
、
帰
阪
後

の
十
一
代
目
片
岡
仁
左
衛
門
の
座
付
き
作
者
な
ど
、短
期
間
に
終
わ
る
。松
竹
所
属
、

初
代
中
村
鴈
治
郎
付
き
作
者
と
し
て
活
躍
し
た
。
ま
た
歌
舞
伎
の
ほ
か
、
文
楽
の

脚
本
や
脚
色
も
手
掛
け
、
松
竹
歌
劇
団
や
南
地
五
花
街
の
踊
り
の
作
歌
も
手
掛
け

た
。
昭
和
三
二
年
歿
。
神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー『
食
満
南
北
著『
大

阪
芸
談
』
刊
行
記
念
展
示
「
食
満
南
北
」
図
録
』
二
〇
一
七
、
一
頁
参
照
。

 3） 

須
藤
五
郎
：
明
治
三
〇
年
生
れ
。
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）、
東
京
音
楽
学
校
を

卒
業
。
宝
塚
少
女
歌
劇
団
で
作
曲
と
指
揮
を
勤
め
た
。
昭
和
一
〇
年
渡
欧
し
、
ド

イ
ツ
の
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
音
楽
院
で
ゲ
オ
ル
ク
・
ア
ル
フ
レ
ー
ト
・
シ
ュ
ー
マ
ン
に

師
事
し
た
。
昭
和
一
三
年
か
ら
一
四
年
、
宝
塚
歌
劇
団
第
一
回
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公
演

で
指
揮
を
担
当
し
た
。
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｃ
）「
近
代
日
本
の
音
楽

家
に
関
す
る
研
究
」（
研
究
代
表
者
：
塚
原
康
子
、
平
成
17
～
18
年
度
）
に
基
づ
く

「
東
京
音
楽
学
校
在
籍
者
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
二
〇
一
八
）、
宝
塚
少
女
歌
劇
団
発
行

『
日
・
独
・
伊
親
善
芸
術
使
節

　
渡
欧
記
念
ア
ル
バ
ム
』（
一
九
三
九
）、
毎
日
新
聞

社
『
別
冊
一
億
人
の
昭
和
史
タ
カ
ラ
ヅ
カ

　
華
麗
な
舞
台
と
ス
タ
ー
を
育
て
た
70

年
』（
一
九
八
一
、一
五
五
頁
、
一
六
〇
頁
）、
細
川
周
平
・
片
山
杜
秀
監
修
『
日
本

の
作
曲
家 

近
現
代
音
楽
人
名
事
典
』（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
二
〇
〇
八
、三
七
五

頁
）、
参
照
。

 4） 

長
谷
川
小
信
：
明
治
一
四
年
生
れ
。
小
信
は
三
代
目
貞
信
の
前
名
。
大
阪
の
浮
世

絵
師
で
、
明
治
初
期
か
ら
昭
和
中
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
。
昭
和
三
八
年
歿
。
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 5） 

明
治
大
正
昭
和
新
聞
研
究
会
『
新
聞
集
成

　
昭
和
編
年
史

　
十
三
年
度
版
Ⅰ
』（
有
）

新
聞
資
料
出
版
、
一
九
九
一
、
二
一
一
頁
。

 6） 

食
満
南
北『
大
阪
芸
談
』神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
編
、和
泉
書
院
、

二
〇
一
六
、二
五
三
～
二
五
四
頁
。

 7） 
神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
『
食
満
南
北
著
『
大
阪
芸
談
』
刊
行
記

念
展
示
「
食
満
南
北
」
図
録
』
二
〇
一
七
、
一
頁
。

 8） 

『
大
阪
毎
日
新
聞
』
一
九
四
二
年
九
月
一
一
日
付
紙
面
「
五
年
振
り

　
浪
花
踊
り
復

活
　
未
熟
な
芸
妓
の
出
演
は
御
法
度
」、『
同
』
一
〇
月
二
一
日
付
紙
面
「
浪
花
踊

十
一
月
か
ら
復
活
」、『
同
』
一
九
四
三
年
三
月
二
一
日
付
紙
面
「“
豊
国
踊
”
は
無

期
延
期

　
京
の
都
踊
は
存
続
」。

 9） 

「
南
北
新
町
堀
江
の
大
阪
代
表
四
遊
廓
の
温
習
会
が
、
事
変
後
初
め
て
綜
合
形
式
で

開
か
れ
た
こ
と
も
珍
し
い
」
高
谷
伸
「
十
一
月
大
阪
劇
信
」『
演
芸
画
報
』
一
二
月

号
、
一
九
四
二
、
二
九
頁
。

 10） 

田
村
富
子
氏
証
言
。
二
〇
一
八
年
九
月
二
二
日
記
録
「
も
う
み
ん
な
、挺
身
隊
行
っ

て
は
っ
た
よ
。（
中
略
）
朝
は
よ
か
ら
、
芸
妓
さ
ん
が
朝
は
よ
起
き
る
こ
と
な
い
の

に････

」。

 11） 

笠
井
津
加
佐
・
笠
井
純
一
「
大
阪
花
街
・
北
新
地
と
舞
台
美
術
家
：
田
中
良
―
佐

藤
家
史
料
を
も
と
に
―
」
金
沢
大
学
大
学
院
人
間
社
会
環
境
研
究
科
『
人
間
社
会

環
境
研
究
』
第
三
六
号
、
二
〇
一
八
。

 12） 

田
中
良『
舞
台
美
術
』西
川
書
店
、一
九
四
四
、所
収「
舞
台
装
置
上
演
記
録
」九
頁
。

 13） 

笹
部
新
太
郎
「
北
の
新
地
と
永
楽
館
」『
大
阪
弁
』
第
三
輯
、
清
文
堂
、

一
九
四
九
、一
〇
六
～
一
一
五
頁
。

 14） 

笠
井
津
加
佐
・
笠
井
純
一
「【
史
料
紹
介
】「
大
阪
北
の
新
地

　
舞
踊
関
係
史
料
―

佐
藤
家
所
蔵

　
佐
藤
駒
次
郎
宛
書
信
（
上
）―
」
金
沢
大
学
大
学
院
人
間
社
会
環
境

研
究
科
『
人
間
社
会
環
境
研
究
』
第
四
一
号
、
二
〇
二
一
、二
頁
。

 15） 

佐
藤
家
史
料
の
概
要
は
、
第
六
六
回
東
洋
音
楽
学
会
大
会
で
報
告
を
行
い
、『
人

間
社
会
環
境
研
究
』
第
三
二
号
で
研
究
ノ
ー
ト
と
し
て
纏
め
た
。
笠
井
津
加
佐
・

笠
井
純
一
「
北
陽
浪
花
踊
の
新
出
史
料
と
大
阪
四
花
街
「
春
の
踊
」
の
変
遷
」

二
〇
一
六
。

付
記

　
本
稿
は
、
笠
井
純
一
を
代
表
者
と
す
る
科
学
研
究
費
助
成
事
業
「
戦
前
期
大
阪

花
街
の
社
会
的
機
能
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
：
芸
能
と
社
会
と
の
関
係
を
中
心
に
」

（
基
盤
研
究
（C

）
課
題
番
号
：18K

00925

、
二
〇
一
八
～
二
〇
二
〇
年
度
）
に
よ
る

研
究
成
果
の
一
部
で
す
。
な
お
二
〇
二
〇
年
九
月
四
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
研

究
会
で
本
稿
の
概
要
を
報
告
し
、当
日
参
加
さ
れ
た
研
究
分
担
者
：
田
村
義
也
氏
、

塚
原
康
子
氏
、
藤
田
勝
也
氏
、
研
究
協
力
者
：
大
西
秀
紀
氏
に
は
貴
重
な
ご
意
見

や
情
報
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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図
版
（
上
）

図
版
一

図
版
二

図
版
六

図
版
四

図
版
五

図
版
三

図
版
七
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図
版
八

図
版
九

図
版
一
〇

図
版
一
一

図
版
一
二

図
版
一
三

図
版
一
四
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図
版
一
五

（
参
考
図
版
１
）

（
参
考
図
版
２
）

（
参
考
図
版
３
）

（
参
考
図
版
４
）
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図
版
二
一

図
版
一
六

図
版
（
下
）

図
版
一
七

図
版
一
八

図
版
二
〇

図
版
一
九

図
版
二
二
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容内な主№数点人出差

1 大正 12.9.27

2 2.7.12

3 2.10.4

4 3.3.12

5 4.3.4ヵ

6 4.4.15

7 4.5.30

8 5.4.14ヵ

9 6.4.16ヵ

10 6.10.15

11 7.4.29

12 8.9.4

13 8.9.8

14 8.9.20

15 8.12.4

16 9.2.2ヵ

17 9.4.13

18 9.4.28

19 13.1.30

20 13.1.31

半井桃水
（1861-1926）

1 21 大正 13.12.15 自作の歌「山色達天」

22 2.6.12

23 2.8.31

24 3.3.28

25 4.5.12

26 3-5.□.27ヵ

27 大正ヵ 15.5.21

28 8.12.30

29 9.12.17

30 12.1.21

31 12.1.28

32 12.2.10

33 12.5.21

遠山静雄
（1895-1986）

1 34 昭和 12.2.16 舞台照明打ち合わせに関するもの

梶川理兵衛 1 35 大正 4.11.14 御大典祝

角屋 某 1 36 大正 9.11.28ヵ アメリカ視察の報告

37 13.6.14

38 13.7.11

39 13.□.19ヵ

長谷川小信
（1881-1963）

1 40 昭和 8.12.7 京都からの便り

41 9.1.2

42 12.5.14

43 昭和 9.1.22 東京宝塚劇場竣工・開演の報告

44 昭和ヵ 10.9.6

45 年月未詳.29

46 12.2.21

47 12.9.11

表１ 佐藤駒次郎宛書信 戦前受信（一覧）

田中 良
（1884-1974）

投函日

20

関東大震災見舞いへの礼状、到来物への礼
状、舞台下絵用資料、踊の舞台美術や道具、
衣裳に関する打合せ、観劇の感想や近況報
告、戦局から「浪花踊」自粛を考える内容の
手紙

岡 嘉太郎(鬼太郎）
（1872-1943）

6

昭和

昭和 舞台写真、招待券、番組、歌詞などの送付に
対する礼状、挨拶状

木村富子
（1890-1944）

6
謝金への礼状、歌詞の打合せ、作歌上の問い
合わせ、木村富子が執筆した雑誌贈呈の挨拶
状、献本への礼状

小山内薫
（1884-1950）

知通の目演や場開場劇小地築3 大正

昭和

2Omichi 某 大正 ドイツでの転居通知など

2
食満南北

（1880-1957）
昭和 年賀状と礼状

外遊見送りに対する礼状

須藤五郎
（1897-1988）

3


